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建 設 部 

議案第 101号 令和 5年度大津市一般会計の決算の認定のうち、 

建設部の所管する部分について 

 

それでは、令和 5年度一般会計のうち、建設部の所管に属する決

算の状況につきまして、「主要な施策の成果説明書」に基づき、説

明させていただきます。 

はじめに「歳入の部」から、ご説明いたします。 

22ページをお願いいたします。 

ページ上から 3段目にございます、款 14交通安全対策特別交付

金は、昭和 43年の道路交通法の改正により創設された交通反則通

告制度に基づき納付される反則金収入を原資として、交通事故発生

件数や改良済道路延長などをもとに配分され、地方公共団体が単独

で行う道路交通安全施設整備の経費に充当するものです。 

 なお、令和 5年度の交付額は、3,293万円となりました。 

次に 26ページをお願いいたします。 

款 16使用料及び手数料、項 1使用料のうち、26ページの下から

6行目にございます、目 6土木使用料の節 1土木管理使用料は、道

予算決算議案用 
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路事業並びに都市計画道路事業等に係る用地について、期間を定め

て行う貸し付けに伴う使用料収入であり、決算額の 80万円はすべ

て建設部に属するものであります。 

節 2道路河川使用料のうち、①道路占用使用料及び②法定外道路

等占用使用料は、市道敷並びに里道敷における電力供給施設、電話

等の通信機器施設、ガス管などに係る占用料であり、③河川占用使

用料及び、27ページに移りまして、④準用河川占用使用料は、それ

ぞれ本市が管理する普通河川、準用河川に係る占用料であります。 

節 3港湾使用料は、本市が管理する港湾施設への船舶の係留等に

伴う施設使用料であります。 

 節 4都市計画使用料のうち、建設部の所管に属するものは、②駐

車場使用料及び④自転車駐車場使用料であり、②駐車場使用料は、

内容説明欄に記載がありますとおり、明日都浜大津ほか 4箇所の公

共駐車場及び月極駐車場 7箇所の使用料として、④自転車駐車場使

用料は、JR小野駅前をはじめとする市内 17箇所の自転車駐車場の

使用料であります。 

次に 31ページをお願いいたします。  

項 2手数料、31ページ上段にあります目 6土木手数料のうち、建

設部の所管に属する部分は、同じページの最下段から 9行目の、節



 

 

-3- 

 

2道路河川手数料であり、道路台帳及び境界情報などの図面の交付

や、官民境界確定協議書に係る原本証明等の交付手数料でありま

す。 

次に 41ページをお願いいたします。 

款 17国庫支出金、項 2国庫補助金のうち、建設部の所管に属す

るものは、41ページの上段より記載があります目 4土木費国庫補助

金、節 2道路河川費国庫補助金及び節 3都市計画費国庫補助金であ

ります。 

節 2道路河川費国庫補助金 7億 4,322万円は、繰越分も含め、す

べて建設部の所管に属するものであり、内容説明欄の表のうち、社

会資本整備総合交付金は、新名神高速道路の整備にあわせ、本市が

幹線道路として整備を進めている、大石小田原町の市道幹 2028号

線整備費に、防災・安全交付金は、鶴の里ほかの市道幹 1051号線

など市道の維持、補修について計画的に実施している道路舗装工事

に加え、真野三丁目の市道幹 1009号線の整備費や、馬場一丁目の

市道幹 1044号線及び打出浜の市道幹 1072号線など通学路等の交通

安全対策費に、道路更新防災等対策事業費補助金は、市内に約

1,000橋ある市道橋について、計画的に実施している点検業務費や

補修費などに、それぞれ充当したものであります。 
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次に、節 3都市計画費国庫補助金 4億 7,173万円のうち、建設部

の所管に属するものは、繰越分も含め 2億 2,247万円であり、いず

れも防災・安全交付金であります。都市計画道路 3・4・9号馬場皇

子が丘線（北国町工区）、都市計画道路 3・4・46号比叡辻日吉線並

びに都市計画道路 3・5・101号本堅田衣川線における用地取得費、

建物等の補償調査費や電線共同溝整備費等にそれぞれ充当したもの

であります。 

次に、しばらく飛びまして、50ページをお願いいたします。  

50ページの下段から記載があります、款 18県支出金、項 2県補

助金、目 7土木費県補助金のうち、節 1道路河川費県補助金 625万

円は、建設部の所管に属するものであり、地籍調査事業費補助金

は、萱野浦地区における地籍調査事業の推進費に、滋賀県コミュニ

ティバス運行対策費補助金は、市内で運行するデマンド型乗合タク

シーの運行経費にそれぞれ充当したものであります。 

次に 54ページをお願いいたします。 

款 19財産収入、項 1財産運用収入、目 1財産貸付収入、節 1土

地貸付収入のうち建設部の所管に属するものは、同ページ上段にご

ざいます、⑦建設部土地貸付収入であり、浜大津二丁目の市道の残

地に係る貸し付け収入であります。 
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次に 55ページをお願いいたします。  

ページ中ほどにございます、項 2財産売払収入、目 1不動産売払

収入、節 1不動産売払収入 9,680万円のうち、建設部の所管に属す

るものは、③建設部不動産売払収入 5,798万円であり、里道及び水

路など法定外公共物の払い下げ等に伴う収入であります。 

次に、57ページをお願いいたします。  

款 23諸収入、項 4雑入、目 2弁償金、節 1弁償金のうち、②堂

の川支流の機能喪失に対する弁償金等が建設部の所管に属するもの

であり、事業者によるマンション建設に伴って、大津市が管理する

堂の川支流の流末排水管が独断撤去され排水機能が消失したことに

伴い、その復旧等に要する経費について、当該業者に対し応分の負

担を求めたものなどであります。 

次に目 4雑入のうち、59ページ中段にございます、節 7土木費雑

入 5,394万円のうち、建設部の所管に属するものは、②から⑥まで

であり、 ②自転車等移動保管料 23万円は、自転車等放置禁止区域

において、放置されていた自転車等を撤去した後、所有者への返却

の際に徴収する移動保管料として、③浜大津ターミナル管理負担金

１０５万円及び④石山駅バスターミナル管理負担金１０万円は、清

掃費などの管理費に対する滋賀県バス協会及びタクシー協会からの
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負担金として、⑤積算システム共用負担金 620万円は、公共事業に

係る土木積算システムの保守委託料等に対する公営企業管理者から

の負担金として、⑥公共交通維持費負担金 156万円は、藤尾奥町の

路線バス方向転換場の借地料に対する京都市からの負担金として、

それぞれ収入したものであります。 

次に、61ページをお願いいたします。  

節 10その他雑入のうち、⑨建設部その他雑入は、公共駐車場に

おける指定管理者の自主事業収入（自動販売機の設置）のほか、都

市計画道路 3・4・9号馬場皇子が丘線（北国町工区）における電線

共同溝設置工事に伴う工事負担金、平成 18年 7月に大石小田原町

で発生した土砂崩れに伴い、流出した廃棄物の処理費用にかかる損

害賠償金等であります。  

以上が歳入であります。 

続きまして、「歳出の部」について、ご説明いたします。  

なお、人件費に係る説明は省略いたしますので、予めご承知おき

ください。 

68ページをお願いいたします。 

ページ中段にございます、 款 2総務費、項 1総務管理費、目 1

一般管理費のうち、6.公共施設マネジメント推進費 327万円はすべ
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て建設部の所管に属するもので、（1）公共施設定期点検事業費は、

建築基準法の規定に基づく公共施設や施設内の防火設備の定期点検

に係る経費であり、（2）公共施設適正管理推進事業費は、公共施設

の定期点検の結果など、公共施設の適正な維持管理に必要となる建

築物定期点検管理システムに係るリース料等の管理経費でありま

す。 

次に、しばらく飛びまして、113ページをお願いいたします。  

款 8土木費、項 1土木管理費のうち、 目 1土木総務費 3,981万

円は、すべて建設部の所管に属するものであり、1.建設管理調整事

務費は、部内の事業所管課に属さない事務の推進経費を、2.公共事

業支援統合情報システム事業費は、本市の公共事業に必要となる土

木積算システムの保守等に要する経費を中心とした管理経費であり

ます。  

その下の、目 2建築管理費 1億 9,947万円のうち、2.建築事務費

488万円は、図面管理システム及び建築営繕積算システムに係るリ

ース料等の管理経費であります。  

114ページに移りまして、目 4広域事業調整費 2,083万円のう

ち、2.整備促進要望活動費 329万円は、新名神高速道路、大津放水

路、大戸川ダムの整備を見据え、期成同盟会等の組織活動助成費を
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中心とした活動費であり、3.大戸川ダム整備推進費 123万円は、大

鳥居収蔵庫における光熱費、施設補修に要する経費などでありま

す。  

項 2道路河川費、目 1道路河川総務費 6億 1,694万円は、すべて

建設部の所管に属するものであります。  

2.土地地籍調査事業費 11万円は、萱野浦地区における地籍調査

等の推進経費であり、次ページに移りまして、3.法定外公共物管理

事業費 174万円は、払下げに伴う不動産鑑定手数料などでありま

す。4.土砂災害情報相互通報システム管理運営事業費 42万円は、

雨量情報等災害情報システム機器の電力料金並びに通信料金などで

あり、5.各種協会負担金、補助金 127万円は、滋賀県道路・都市計

画協会及び滋賀県河港・砂防協会に対する負担金のほか、大津市田

上山砂防協会に対する事業運営補助金であり、6.事業事務費 354万

円は、道路事業の推進に必要な事務費であります。  

目 2道路橋りょう管理費 4億 5,770万円は、すべて建設部の所管

に属するものであります。  

2.市道路線管理事業費 2億 1,371万円のうち、市道の日常的なパ

トロールと路面の補修を行う（1）の道路パトロール経費が 2,526

万円となりましたほか、市内に 16箇所あるＪＲ線の駅前広場等の
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維持管理費として、（3）に記載のとおり 6,438万円、浜大津ターミ

ナルとその周辺の管理経費として、（5）に記載した 1,999万円、膳

所駅前南北連絡施設等の管理費として、（6）に記載した 244万円な

ど、駅及び駅と連絡する施設の管理費用としては、合わせて 8,682

万円余りを要したものです。また、市内 15箇所にわたり、噴水・

地下道に備え付けているポンプ等の管理費としては、（2）に記載し

た 1,688万円、立体交差道での冠水発生に備えた冠水表示システム

の管理経費としては、（8）及び（9）を合わせた 200万円となりま

した。  

さらに、除雪や凍結防止剤の散布業務費を中心とした（4）の雪

寒対策費は、5,106万円となりました。  

このほか、（7）市道、里道、昇降機に係る損害賠償金等 281万円

は、各施設の賠償責任保険加入費を中心に、（10）その他物件費

2,884万円は、保有車両の維持管理費のほか、市道管理に必要な消

耗品費等の経費として、それぞれ予算執行したものであります。 

3.市道路線用地管理事業費 2,886万円のうち、（1）瀬田駅前他用

地借上料 949万円は、ＪＲ瀬田駅前バス待機場用地及び市道南 2410

号線道路用地の借地料として、（2）公共嘱託登記業務委託料等

1,723万円は、道路改良工事等に伴う境界確定や用地の分筆のほ
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か、用地調査などに必要な業務推進費として、それぞれ予算執行し

たものであります。  

4.道路照明灯 LED化推進事業費 5,799万円は、令和 4年度に完了

した蛍光灯具の LED化に引き続き、約 3,000基の水銀灯具を順次

LED化していくための経費であります。 

5.市街灯管理事業費 1億 2,259万円は、市街灯及び防犯灯の電力

料金及び照明器具の交換費用のほか、配線類等の維持補修経費であ

ります。  

6.境界情報システム化事業費 197万円並びに次ページの 8.道路台

帳システム化事業費 247万円は、路政課において管理しております

各電算システムの保守及び機器の年間リース料であります。  

115ページにお戻りいただき、7.道路台帳整備事業費 1,497万円

は、市道の認定及び道路改良等により生じた変更等に伴う道路台帳

の作成業務費、並びに電算システムへのデータ反映に係る業務費な

どであります。  

116ページに移りまして、目 3交通安全対策費 2億 1,958万円

は、すべて建設部の所管に属するものでございます。  

1.公共輸送対策推進費 6,563万円のうち、（1）大津市地域公共交

通活性化協議会負担金 2,201万円は、志賀地域におけるデマンド型
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乗合タクシーの実証運行をはじめ、協議会を主体とした事業の推進

に伴う負担金として、（2）湖西線利便性向上プロジェクト推進協議

会負担金 135万円は、県及び本市を含む沿線 3市が設置した協議会

において、湖西線の利便性向上に向けた事業に係る負担金として、

（3）大津市地域バス路線運行等対策費補助金 3,178万円は、路線

バスの維持に係る運行補助金として、（4）路線バス方向転換場等の

土地使用料として 868万円をそれぞれ支出したものであります。  

2.人にやさしいバス導入促進事業費 70万円は、路線バスにノン

ステップバス車両を導入する事業者に対して、経費の一部を補助し

たものでございます。 

3.バリアフリー化推進事業費 16万円は、バリアフリー推進協議

会の運営経費等であります。  

4.道路安全施設整備費 159万円は、県と連携した「ビワイチ」に

係る市道の青矢羽根等の整備費であります。 

5.交通安全施設整備費 9,359万円は、交通安全対策特別交付金が

交付されることを踏まえ、地域の交通安全施設を整備したものであ

ります。 

6.通学路安全施設整備事業費 3,564万円は、坂本三丁目の市道中

0502号線及び別保一丁目ほかの市道南 0240号線における交通安全
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対策工事を中心とした国庫補助事業に加え、南小松の市道幹 1114

号線、並びに大萱三丁目の市道幹 1058号線等において整備工事を

執行し、通学路の安全対策を推進させました。 

7.人にやさしい道づくり事業費 2,223万円は、におの浜四丁目の

市道中 4013号線や馬場一丁目の市道幹 1044号線等において歩道整

備等の工事を執行し、安全な歩行空間の確保を図りました。  

続きまして、目 4道路維持費 12億 1,021万円は、すべて建設部

の所管に属するものでございます。そのうち、1.市道橋補修事業費 

5億 3,761万円は、京滋バイパスや東海道本線を跨ぐ橋梁の点検業

務、堂一丁目の堂村橋などの補修設計費及び京阪京津線を跨ぐ大谷

１号橋の補修工事委託を中心に繰越分も含め、委託費として 3億

6,860万円を、葛川坊村町の三宝橋をはじめとした補修工事費とし

て、1億 1,847万円を、協定に基づく計画的な市道橋の点検費用の

負担金として、5,023万円を、それぞれ執行し計画的に市道橋の補

修を推進しました。  

2.道路維持修繕事業費 4億 3,781万円は、市道の維持補修に要し

た修繕料及び工事費などであります。  

117ページに移りまして、3.街路樹管理事業費 1億 1,509万円

は、市道内の街路樹の剪定等の管理経費であります。  
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4.道路等長寿命化推進費 1億 1,969万円は、石山外畑町の市道幹

1055号線や大石曽束町ほかの市道幹 1070号線など、国の補助金を

活用し計画的に予防保全型の舗装整備を推進したものです。 

次に、目 5道路新設改良費 11億 4,256万円は、すべて建設部の

所管に属するものでございます。 

1.県営工事負担金（道路）１億 5,757万円は、滋賀県が施行する

県道の改良整備費に伴い、受益を受ける自治体として、整備費の一

部を負担する経費であります。 

2.市道幹 2028号線道路改良事業費（大石小田原町）1億 3,358万

円は、新名神高速道路及び（仮称）大津スマートインターチェンジ

の整備と関連があり、切土及び盛土の造成工事等を西日本高速道路

㈱に工事委託するとともに、事業用地を取得するなど事業の推進を

図りました。 

3.市道幹 2169号線道路改良事業費（真野大野一丁目）203万円

は、山百合の丘地区と国道 477号を結ぶアクセス道路整備における

用地測量に要した費用です。 

4.市道幹 1009号線道路改良事業費（真野三丁目）4億 7,100万円

は、真野川を跨ぐ橋梁整備工事について、真野川護岸の橋梁下部整

備工事等を滋賀県道路公社に工事委託するとともに、橋梁の上部整
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備工事を本市にて推進しました。 

 5.市道北 6017号線道路改良事業費（和邇中浜）4,000万円は、繰

越事業として和邇駅前のシェルター設置工事を完了したものです。 

6.道路用地管理事業費（膳所平尾町ほか）109万円は、用地管理

に要する経費であります。 

7及び次ページの 9に記載があります、道路新設改良事業費（一

般）は、合わせますと 3億 2,433万円となり、これらの事業では、

地域からご要望をいただいている道路の改良整備等に加え、令和 2

年度に策定した舗装等長寿命化修繕計画に基づく計画的な改修を重

点化することとし、令和 5年度においては、JR瀬田駅前広場基本設

計業務や関津三丁目の市道東 0842号線などの道路改良工事、比叡

辻二丁目ほかの市道幹 1073号線や真野普門三丁目ほかの市道幹

1002号線などの道路舗装工事を中心に、地域の道路整備を進めまし

た。 

118ページの 8及び 10に記載があります、道路新設改良事業費

（地元還元関連）は、合わせて 1,294万円となり、これらの事業で

は、ごみ処理施設等の設置に伴い関係地域と交わした覚書に従い、

伊香立上在地町の市道北 0504号線の道路改良工事などを推進しま

した。  
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目 6用悪水路費 7,046万円は、普通河川の維持補修に要した経費

であります。 

目 7河川費 3億 5,830万円のうち、1.河川改修事業（一般）2億

6,506万円では、関津一丁目の嶽川や馬場一丁目ほかの堂の川支流

の改良整備などに加え、比叡平三丁目の比叡平調整池、仰木の里東

三丁目ほかの準用河川御呂戸川などにおいて、地方債を活用した緊

急浚渫事業を推進するとともに、2.河川改修事業（地元還元関連）

9,324万円では、大石曽束町の太田川や石山千町の国分川の改修工

事を推進しました。 

目 8急傾斜地崩壊対策費 5,405万円のうち、1.県営工事負担金

は、滋賀県が施行する急傾斜地崩壊対策事業費に伴う受益市町から

の一部負担金として、葛川坊村地区ほか全 4地区における対策事業

の推進費用を負担したものであり、2.急傾斜地崩壊対策事業費で

は、伊香立上龍華地区の予備設計業務や大石小田原一丁目地区の急

傾斜地防災工事を推進しました。  

項 3港湾費、目 1港湾管理費 149万円は、雄琴港及び南小松港に

係る施設の修繕費及び清掃業務費として執行したものです。  

  119ページに移りまして、項 4都市計画費、目 1都市計画総務

費、2.都市計画企画調整費 1,527万円のうち、建設部の所管に属す
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るものは、（7）広域道路事業調整費 42万円でございます。本事業

費は、国道 1号及び 161号など、広域幹線道路の整備促進に向けた

要望活動費のほか、本市が参画している関連組織、団体への会費負

担金などであります。  

次に 120ページをお願いいたします。  

目 2街路費 5億 7,528万円のうち、建設部の所管に属するのは、

1から 6でございます。 

まず、1.各種協会負担金 8万円は、本市が参画している街路事業

に関連する全国協議会に対する会費負担金等であります。 

121ページに移りまして、2.事業事務費 122万円は、街路事業の

推進に必要となる事務経費であります。 

3.都市計画道路 3・4・9号馬場皇子が丘線（北国町工区）1億

268万円では、道路改良工事及び無電柱化に伴う電線共同溝設置工

事などを、4.都市計画道路 3・4・46号比叡辻日吉線 2億 3,415万

円並びに 5.都市計画道路 3・5・101号本堅田衣川線 1億 1,310万円

では、用地取得や建物等の移転補償、道路改良工事などをそれぞれ

執行し、国庫補助を活用しつつ、事業の推進を図りました。 

また、6.都市計画道路用地管理事業費（膳所一丁目ほか）79万円

では、用地管理に必要な経費を執行しました。 
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次に 123ページをお願いいたします。 

目 4自転車駐車場管理運営費 1億 9,655万円は、すべて建設部の

所管に属するものであり、このうち、2.自転車駐車場管理運営事業

費 1億 8,512万円では、市内 17箇所の自転車駐車場に係る指定管

理者管理委託料や、用地の賃借料のほか、瀬田駅前自転車駐車場歩

道橋の老朽化対策工事など、各施設の適正な運営に係る経費を執行

しました。 

3.放置自転車対策事業費 840万円では、市内 11箇所の自転車等

放置禁止区域における対策業務の推進を図ったものです。 

  次に、目 5自動車駐車場管理運営費 1億 1,066万円は、すべて建

設部の所管に属するものでありまして、1.公共駐車場管理運営費で

は、市内 5箇所の公共駐車場に係る指定管理者管理委託料や市内 7

箇所の月極駐車場の管理運営経費、各公共駐車場の機器更新や施設

点検等の経費のほか、明日都浜大津の共有部分に係る管理費用等負

担金など、各施設の適正な運営に係る経費を執行しました。 

次に、しばらく飛びまして、138ページをお願いいたします。  

款 11災害復旧費、項 1災害復旧費のうち、建設部の所管に属す

るのは、目 4公共土木施設災害復旧費 7億 3,906万円でございま

す。 
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1.（単独）公共土木施設災害復旧事業費（道路）3,525万円は、

由美浜の市道中 4018号線や仰木二丁目の市道北 3310号線の災害復

旧に伴う工事などを中心に執行し、被災した道路の速やかな復旧を

進めたものです。  

 2.（単独）公共土木施設災害復旧事業費（河川）3,865万円は、8

月の降雨により被災した伊香立生津町の若宮川や大石龍門三丁目の

山城谷川など、河川における堆積土砂の撤去や護岸復旧、浚渫工事

等を執行し、被災後の通水確保を図ったものです。  

以上で、令和 5年度の一般会計決算のうち、建設部の所管に属す

る決算の状況、歳入・歳出の説明を終わらせていただきます。よろ

しくご審査賜りますようお願い申し上げます。 

 


